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動物大百科（平凡社，1991）より（使用許可済）

ツキノワグマによる剥皮被害

野生動物研究領域
岡 輝樹

羽澄，2003
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羽澄，2003 羽澄，2003

羽澄，2003 羽澄，2003
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問題になる問題になる
剥皮被害剥皮被害
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捕殺による
被害軽減
↓

地域個体群
の絶滅

八神，2002

被害を受ける立木の
胸高直径には幅があ
るが、より大きな木より大きな木
が被害を受けるが被害を受ける傾向
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和口ら，1995

採食行動

ヒツジ ウサギ
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食物の対象を拡大

食肉類の祖先

イヌ科
ネコ科
イタチ科

クマ科

狩りに必要な形態
社会性

イラスト：川崎悟司

Miacis

肉食動物の消化系のまま
植物・果実食となった

たくさん食べなければ
からだを維持できない

食物に対する執着，どん欲さ

行動圏：オス15～400km2

メス 5～100km2
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小池(2001)による御坂山系におけるデータをグラフ化

ツキノワグマの食性ツキノワグマの食性

吉田ら，2002

吉田ら，2002

吉田ら，2002

1998年
高カロリー・低タンパクの食物を摂取していた



5

吉田ら，2002

1999-2000年
摂取した食物が低栄養で量も少なかった

西ら，2003

西ら，2003

物理的・化学的に剥皮行動を阻害

1. 各種防除資材

1. テープ巻き

2. ネット巻き

2. 忌避剤

1. ヤシマレント、ウルフピー
化学的防除

物理的防除

現行の防除方法現行の防除方法

物理的・化学的に剥皮行動を阻害

1. 各種防除資材

1. テープ巻き

2. ネット巻き

2. 忌避剤

1. ヤシマレント、ウルフピー
化学的防除

物理的防除

現行の防除方法現行の防除方法

コスト・労力がかかる
わりに有効性に乏しい

現行の防除策を
効果的に実施
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ツキノワグマによる
剥皮被害発生要因を探る

説明変数（立地環境）説明変数（立地環境）
面積、標高、斜度、斜面方位、林齢、平均胸高
直径、林分の構成樹種と比率、混交率、下層植
生、ブナ・ナラ等を種とする林分との距離、周
囲の林分の被害状況

目的変数目的変数
被害の有無、剥皮被害率、剥皮被害頻度

剥皮被害が起こる林分の特徴は？

標高x1、斜度x2、方位x3
広葉樹林・道路からの最近接距離x4
林齢x5、胸高直径x6、立木密度x7
混交割合x8、…、施業履歴xr

林分単位の変数を用いた解析では
なく、そこに生息するクマの行動
を考慮した解析が必要である。

ある林分の立地環境等

剥
皮
被
害
が
発
生
す
る
確
率
(P
)

P＝β0＋β1x1＋β2x2＋…＋βrxr

ツキノワグマによる
剥皮被害発生要因を探る

剥皮被害が起こる林分の特徴は？

被害予測図を作成するために被害予測図を作成するために
は新たな視点のアルゴリズムは新たな視点のアルゴリズム
を用いた解析が必要を用いた解析が必要

Barry Mansell

クマは樹皮を剥ぐ木を選んでいるようだ

糖分を多い木を選び，テルペンが多い木を避ける

間伐は糖分を増加させるようだ

テルペン濃度にはあまり影響がない

間伐した林分の被害が大きい

枝打ちは糖分を減少させるようだ

テルペン濃度にはあまり影響がない

枝打ちをした木はあまり被害を受けない

アメリカ森林局のパンフレットからアメリカ森林局のパンフレットから
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GEORG J. ZIEGLTRUM, JOURNAL OF WILDLIFE MANAGEMENT 68(3):470–474

FeedingFeedingの効果を確かめる実験の効果を確かめる実験

１
剥皮被害発生地
域の予測

現行の防除策を
効果的・効率的に
実施する方法を

提示

３
剥皮行動に関わ
る化学的成分の

解明

２
成分含有量を制
御する森林施業
方法の開発

剥皮被害が起こり
にくい森林施業
方法を提示

予測の
高精度化


